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R30a 野辺山 45m鏡M33レガシープロジェクト I：初年度の成果
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野辺山宇宙電波観測所のレガシープロジェクトの一つである、45m鏡による近傍渦巻銀河M33の CO(1-0)輝線
全面マッピング観測の初年度成果について報告する。本プロジェクトでは 45m鏡に実装された OTF観測モード
(Sawada et al. 2007)と 25素子マルチビーム受信機 BEARSを用いて 30′ × 30′(7.3 kpc四方)を効率的にマッピン
グし、4.5年計画で rms noise 1σ ∼ 5× 103太陽質量 (速度分解能 2.5 km/s)の感度達成を目指す。最終的にはM33
に存在する巨大分子雲の大部分を同定してカタログ化し、銀河における星間ガスの進化過程を明らかにすることを
目標としている。M33は距離が 840 kpcと最も近傍にある渦巻銀河のひとつで、巨大分子雲を 45m鏡で分解でき
る利点がある (分解能∼ 20′′= 80 pc)。また face-onに近いために銀河の構造と巨大分子雲の位置関係がとらえやす
く、一つの銀河内における分子雲進化の研究には絶好のフィールドである。今シーズンは、銀河中心と活発な星形
成領域NGC604を含む北半分 30′× 20′(7.3 kpc× 4.9 kpc)の領域について観測を行い、1σ ∼ 104太陽質量 (速度分
解能 2.5 km/s)を達成した。この結果、105太陽質量を越える巨大分子雲が 60個以上検出された。これらの巨大分
子雲の大部分は渦状腕上に存在し、またHIガスとの位置的相関が良いことが判明した。星形成の指標である 8µm
PAHや 24µmダスト連続波との位置的相関も良いが、これらの中間赤外強度から見積もられる星形成活動は分子雲
ごとに大きく異なっており、質量の大きい分子雲において必ずしも星形成が活発でないことが明らかになった。こ
れは物理状態の違いによって実際に星形成効率が違うか、若しくは分子雲の進化段階の違いを反映していると考え
られる。本講演では巨大分子雲ごとの星形成効率と、物理状態の関連についても議論していく。


